
これからの
ドクターヘリ

2019年11月25日（月） 13:00～17:30
霞が関ビル 35階 東海大学校友会館

主催: 認定NPO法人 救急ヘリ病院ネットワーク（　　　　　　　）

ヘムネットシンポジウム

お問い合わせ事務局
認定NPO法人
救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）

寄付の募集

ドクターヘリ支援基金寄付の募集 お手続きの方法

賛助会員の募集
個人の場合̶

法人の場合̶

HEM-Net事務局に直接お問い合わせ̶

HEM-Netホームページ̶
http://www.hemnet.jp/ にアクセスし、そこに示された手順に
従って、お手続きください。

事務局から「申込み書」をご送付申し上げるなど、所要の手続きをとらせて
いただきます。
TEL: 03-3264-1190　FAX: 03-3264-1431　
E-mail: jimu＠hemnet.jp

2機以上配備
1機配備

個人の方々からの寄付金は「特定寄付金」に該当し、寄付者のその年の寄付
金の支出額から2,000円を控除した額を、寄付者のその年分の所得金額等
の合計額から控除することができます。

法人からの寄付金は、特定公益増進法人への寄付と同様に取り扱われ、
その年の損金算入限度額の範囲内で、損金算入することができます。

個人の賛助会費は、一口・年間3,000円。法人の賛助会費は、一口・年間
50,000円。個人・法人とも、一口以上、何口でも結構です。
賛助会員には、「HEM-Netグラフ」を始め、HEM-Netが発刊する資料を
送付する他、HEM-Netが主催するシンポジウム等のご案内をいたします。
ただ、HEM-Netの活動への参画をお願いすることはありません。

HEM-Netは、2010年4月から、ドクターヘリ特別措置法にいう「助成金
交付事業」として、「ドクターヘリ支援事業」と呼称する事業を開始し、
その事業に充てることを目的に、「ドクターヘリ支援基金」を開設しました。
「ドクターヘリ支援基金」への寄付は、法人・団体は一口500,000円、個人は
一口3,000円です。現在、行われているドクターヘリ支援事業は、ドクター
ヘリ運航基地病院における安全研修会開催の助成事業とドクターヘリ
搭乗医師・看護師等研修助成事業です。

〒102-0082  東京都千代田区一番町25番 全国町村議員会館内
TEL: 03-3264-1190　FAX: 03-3264-1431　E-mail: jimu＠hemnet.jp

ドクターヘリ運航実績と配備機数の推移

寄付金のお願いと賛助会員の募集 HEM-Netへの寄付等は
税の優遇措置が認められます。
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総合司会 原　 英義（HEM-Net理事）

開会の挨拶 （13:00～13:10） 篠田 伸夫（HEM-Net理事長）

基調講演 （13:10～14:40）
　「Achieving 100% reliability  －100%の信頼を目指して－」
  

（休憩: 14:40～14:50）

パネルディスカッション （14:50～17:20）
　「これからのドクターヘリ －課題と解決策－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コーディネーター　益子 邦洋（HEM-Net理事）

閉会の挨拶 （17:20～17:30）  小濱 啓次 （HEM-Net副理事長）

　平成11年12月に発足したHEM-Netは、本年、創立20周年を迎えることができた。発足当初、
国民にその存在が全く知られていなかったドクターヘリも、今やなくてはならない社会インフラ

としてすっかり定着している。機数も、関西広域連合に属す京都府を含めると44道府県に

53機、未導入の2県も導入を前提に前向きに検討中とのことで、我々が目指したドクターヘリの
「量的拡大」はほぼ達成できたと言ってもよいだろう。

　こうした状況の変化を踏まえ、HEM-Netは次なる目標としてドクターヘリの「質的向上」を
目指すこととした。既にその一つとして「D-Call Net」の本格運航を開始し、新たに「ドローンと
ドクターヘリのコラボレーションによる医療」について取組みを始めた。しかし、解決すべき

課題は山積しておりこれらの諸課題への解決策を見い出せればとの思いを込めたシンポ

ジウムである。

シンポジウム
パネリスト
■夜間運航
ドクターヘリ夜間運航に向けて －こうすれば飛べます! （14:50～15:00）
　　全日本航空事業連合会ドクターヘリ分科会 辻　 康二 氏
航空自衛隊航空救難団の立場から （15:00～15:10）
　　航空自衛隊航空救難団司令部 西村　 修 氏
■地域医療
Doc-Heli for All, All for MIYAZAKI （15:10～15:20）
　　宮崎大学病院救命救急センター  金丸 勝弘 氏
■周産期医療
ドクターヘリを活用した周産期母子医療 （15:20～15:30）　
　　長崎みなとメディカルセンター地域周産期母子医療センター  平川 英司 氏
■広域運用
空から見えない県境との戦い ～首都直下地震を見据えたドクターヘリ広域連携に向けて～ （15:30～15:40）
　　前橋赤十字病院高度救命救急センター 町田 浩志 氏
■高度新技術の活用
救急・災害時のドローンの利活用と課題と展望 （15:40～15:50）　
　　日本医科大学千葉北総病院救命救急センター  本村 友一 氏
ドクターヘリ安全運航の為のニューテクノロジー （15:50～16:00）
　　株式会社ウェザーニューズ 高森 美枝 氏
　　　　　　　　　　　　　　　（休憩：16:00～16:10）
討 論（16:10～17:20）

講演会の趣旨

パネルディスカッション参加者

会場地図講演会次第

これからのドクターヘリ

霞が関ビル 東海大学校友会館　東京都千代田区霞ケ関3丁目2-5

■ 銀座線・・・・虎ノ門駅［11］より徒歩2分
■ 丸ノ内線・・・霞ヶ関駅［A13］より徒歩9分
■ 日比谷線・・・霞ヶ関駅［A13］より徒歩7分
■ 千代田線・・・霞ヶ関駅［A13］より徒歩6分

■ 有楽町線・・・桜田門駅［2］より徒歩9分
■ 南北線・・・・溜池山王駅［8］より徒歩9分
■ 都営三田線・・内幸町駅［A03］より徒歩10分

霞が関ビル 35階

Stefan Becker 氏（スイスエアレスキュー（REGA））


